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連記事数の 1920年から 2009年における 30年ごとの平
均を比較したところ，10年あたりの平均記事数は日本





















































































は沖縄県屋嘉比島のケラマジカ Cervus nippon keramae
の特別保護地区でも知られている。なお，離島といった
制限された地域では，漁業被害の補償制度も整備しやす
いと思われる。
移入する種については，日本に生息していたカワウソ
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の分類が明らかになっていないので議論が起こりえる。
そのため，事前に分類学的研究を行う必要がある。
結論としては，日本の環境下でもカワウソは生息可能
と考えられる。再導入の前に日本に生息していたカワウ
ソの分類学的な位置づけが必要である。さらに，人との
共存をはかるための社会的な課題の予想が必要である。
審査報告概要
カワウソは日本においては近年に絶滅したが，韓国に
おいては現在も生息している。本研究では日本にカワウ
ソを再導入することの是非を検討するために，自然環境
と社会状況が日本と類似する韓国において，カワウソの
生息状況と野生動物再導入事業の状況を調べた。韓国南
部におけるカワウソ生息状況を 30年間にわたって調べ
たところ，2000年以降は回復傾向が見られた。小さな
離島における生息状況の調査からは，陸から 30km以
上隔てられた小島にも本種が生息することを確認した。
韓国および日本における生息可能頭数について，ポテン
シャル・ハビタット・マップを作成することで推定し
た。過去 90年間にわたる日韓の新聞記事の分析からは，
社会におけるカワウソの扱われ方の変遷が知られた。先
行する他の希少種再導入の事例研究からは，技術的およ
び社会的課題が明らかとなった。本研究ではカワウソの
生態解明および再導入という課題に対する新規性のある
知見を得た。
よって，審査員一同は博士（畜産学）の学位を授与す
る価値があると判断した。
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